
 

第 74回金鵄祭、外部からのお客さんを迎えて、無事終了。 

金鵄祭の全日程が終了しました。今年も新型コロナウイルス感染症対

策で、来客の範囲や学級閉鎖の場合等々どうするか？なども想定してお

く必要があり、計画を立てる段階でも大変だったと思います。幸いにし

て、学級閉鎖等や雨の影響もなく運営できました。ただし、25日（土）

は 35.9℃まで気温が上昇し、長野市の 6月の最高気温を 106年振りに更

新するなど暑さに見舞われました。金曜日の運動会は開始時刻が夕方の

４時と、配慮した時間だったにもかかわらず相当の暑さで、熱中症が本

当に心配されましたが、救護係の皆さんが冷たいタオルを配布する等、適

切に対応してくれました。全校生徒の皆さんがそれぞれの役割を果たした

お陰で金鵄祭が無事開催できました、本当に皆さんお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金鵄祭推進の中心的役割を果たしてくれた金鵄祭推進委員長の太田晴一朗さん、副委員長の髙橋鈴

さん、天谷知香さんに話を聞きました。 

太田さん「やりきった！という思いが強いです。出来ないこともあったことも事実ですが、工夫して

できることも多かったと思います。このような形でできたのは役員や全員に支えたもらった結果だ

と思っています。“ありがとう”とか“めっちゃ良かった”と言われて、そう思ってもらえて良かっ

たです。特に“この３年間で一番良かったよ”と友達から言われた時には、グッときました。」 

髙橋さん「関わった人達に感謝です。もちろん自分一人で何もできないし、この３人だけでも、役員

だけでもダメで、全校一丸となれたからこその大イベントでした。規模が大きく、色んな人の思い

を想像しなくちゃいけないので、話し合い等を通じて自分自身も得ることが多かったと思います。」 

天谷さん「開催期間中は裏方でしたが、多くの人に楽しんでもらったので良かったです。色んな人の

意見を聞いて、話し合い、実際に組織が運営され、大きな事を成し遂げたという思いです。役員の

皆が熱い思いをもち、期待以上の役割を果たす姿を通して、本当にやって良かったと思います。」 

令和４年度 保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校 学校長だより 
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 

令和４年 
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６月 29日（水） 

３年振りに全校生徒が集まっての

開祭式となりました。 

金鵄祭推進正副委員長 

（左）髙橋さん （中）太田さん （右）天谷さん 

 

 

 

芸術祭（演劇班） 

中庭の様子 



昔の金鵄祭も、基本的に、今とあまり変わらなかった。 

 5月 28日（土）に東京の経団連会館で東京長高金鵄会（会長山内雅喜氏）の春の講演会が開かれ、

私が『長野高校の昔と今』というテーマで講演しました。長野高校の「今」については「新たな学び

のスタイル（探究・海外交流）」と「ＩＣＴ活用」について、「昔」については「男女割合・進路実

績・行事・金鵄祭」の４つの観点で、昔から今までの推移・変遷について調べたものを一覧にして提

示しました。その時の資料の一つが下記のものです。「金鵄祭」の主な企画の変遷についてまとめたも

のです。他の観点の資料も機会があれば紹介します。 

 

同窓会総会が３年振りに開催。新たに山口利幸元教育長が同窓会長に就任。 

 6月 25日（土）、ホテル国際 21で同窓会総会が開催されまし

た。昨年、一昨年と開催できませんでしたが、３年ぶりの開催

となりました。金鵄祭期間中のため、出席は学校からは校長だ

けでしたが、この総会をもって、加藤久雄会長（元長野市長）

が退任され、新たに山口利幸氏（元長野県教育長）が会長に就

任されました。山口利幸氏は平成 17年から本校の校長を務めら

れ（第 16代校長）、田中県政終了とともに年度途中に長野県教

育長となった方です。私にとっては先輩校長でもあると同時

に、平成 18年から 25年 3月まで長野県教育長を務められてい

る時期の最後 1年間、教委事務局（高校教育課主任指導主事）

の一人として働いた思い出があります。 

きずなネットでの配信はこれで最後、7月４日（月）にオクレンジャーを試行 

この「学校長だより No６」は通信手段の切り替え時期ですので、保護者の皆さんには「きずなネッ

ト」と「オクレンジャー」両方で送信しています。7月からオクレンジャーへ切り替えますので、上記

のように４日（月曜日）に試行のメールをオクレンジャーで送信します。 

                   

  

感謝状を受け取る加藤久雄前会長（中央）と

山口利幸新会長（左） 


